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富士川田」は、その昔、駿河と甲州を結ぶ富士川舟運の要衝の地として栄えました。舟は、人

や物を運び、全国から集められた物品 文化 風習が 次々と流れ込み、経済・文化の表玄関

となりました。現在の富士川町にも、山車、鰍沢ばやし、春米の銭太鼓、氷室神社の神楽、

鷹座巣小林八幡太鼓など様々な歴史 文化が受け継がれています。富士川町の地域文化を見

つめなおし、地域の若者や子どもたちへの伝承や、観光や地域活性化につなげるための展望

を一緒に考えませんか ?
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会 場 :ますほ文化ホール

プログラム
開  場

開  会 あいさつ

峡南地域の展望を語る

基調講演 伊藤 洋氏 <山梨県立大学 学長>
′ヽネルテイスカッション

コーディネーター 伊藤 洋氏く山梨県立大学 学長>
八ネリス ト

長澤 利久氏 く株式会社はくばく 会長  NPO法 人富士り 夢 未来 理事長 >
野田 金男氏 く(社 )やまなし観光推進機構 顧問 >
早川 源氏 く(財 )山梨総合研究所 冨J理事長 >
内藤 いづみ氏 くふじ内科クリニツク 院長 >

伝統文化演舞 (鰍沢ばやし、春米の銭太鼓 氷室神社の神楽 まほうの郷 鷹座巣小林八幡太鼓)

開  会
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協沢ばやし 春米の銭大鼓
銭大長は 竹 Fiと お

茶筒に「銭 (銅貨 月

を入れたものでIH r

をとりつつ、1-12
11ま での数え唄を和

する伝流芸1しです.

`米
の表人員は 明

,今 大正1+"1に 伝承さllた と言われてお, 現在 千1

大■を取り人′tな がら ':4会により、lL元 の小学生

などこ受け卜がれています,

ラき回さ7■ る江戸時

代制1件の
~山

車」 そ

の Lで「 ]目 Jこ とに

競い0い、:責 奏さ′t

るの力i「■,民 ばやし」

です.■■によ、小■

riゃ 保育日兄も参加

します.“沢 卜学●の■日祭では、必ず上従か●奏 し

ています.近年では色I作太員の■奏も加わって 多く

の人たちに

'け
継力■しています.

氷室神社の神楽
+ホ 店尾山氷室イ市

社に伝承 されてい

る大和]オ「栞は、昭和

4年 のネの
「

'大

奈

力ヽらイ1楽 殴完成と

共 1イト楽をオい始

めたと伝えられて

います.以来、先輩方の教えに従い 現在も地域の若

い人道に受けイにカツ1て います.,」大祭では市プ[≠盛

五崇阜枝 氏子のた|:を 力「はし ■れ,i中 楽をたい●け

ています.

まほらの用 膚座巣小林八幡太鼓
店に巣山に見守 ら

オιI  まにらの十F

小朴地区にて 「 成

ll年 [充足.「打ち

出す和大■の音が

県内外、日本今日、

そ して世界にまで

十き渡り 見た人 聴いた人 一人一人の明日への元

気の源になればJと の思いのもと IL裁の子ともから

|:百,者か集まり 活動に打ち込んでお り '々 な町内

クトのイベントで力強い彎生某小林人に太共の演奏を

技
=し

ています .

ファックス送信先 0556‐22Ⅲ334812月 14日 (金)までにお申し込みください。

■ 持参の受付先 :ギャラリー青柳 (青柳町 363)、 酒蔵ギャラリー・六斎 (青柳町 1202‐ 1)

■ メールの受付先 :お名前、電話番号、フアックス番号、Eメールアドレスを明記の上、

bunka@andbra ns cojpまでお送りください。

Xこの用紙で3名まで申込できます。
×4名以上でのこ参加の場合は、本用紙をコピーしてお申込みください。
X定員になり次第、締め切らせていただきますので あらかじめこ了承くださしヽ。

問合せ先 :富士川町伝統期 ヒ活用実行委員会 事務局

TEL 090‐9139‐ 5538(大蔵 )080‐ 3710‐8547(上原 )FA× 0556‐ 22‐3348

① ② ③

お 名 前

電話 番 号

フアックス番号

Eメー,レアドレス


